
Ⅲ 各管内の取組 
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教
育

局
名

空
知

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

中
西

　
め

ぐ
み

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3

〔
障

害
者

の
生

涯
学

習
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
〕

・
令

和
３

年
1
0
月

５
日

（
火

）
1
1
:
0
0
～

1
1
:
4
5
　

北
竜

町
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

・
令

和
３

年
1
0
月

５
日

（
火

）
1
3
:
3
0
～

1
4
:
1
5
　

芦
別

市
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

・
令

和
３

年
1
0
月

６
日

（
水

）
1
1
:
0
0
～

1
1
:
4
5
　

深
川

市
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

・
令

和
３

年
1
0
月

６
日

（
水

）
1
3
:
3
0
～

1
4
:
1
5
　

雨
竜

町
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

・
令

和
３

年
1
0
月

1
2
日

（
火

）
1
1
:
0
0
～

1
1
:
4
5
　

夕
張

市
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

〔
障

害
者

の
生

涯
学

習
推

進
研

究
協

議
会

〕
・

令
和

３
年

1
2
月

1
5
日

（
水

）
1
5
:
0
0
～

1
6
:
3
0
　

局
会

議
室

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
　

参
加

市
町

：
奈

井
江

町
、

月
形

町
、

夕
張

市
、

深
川

市

〔
障

害
者

の
生

涯
学

習
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
〕

〇
　

教
育

局
か

ら
の

説
明

（
1
5
分

程
度

）
　

・
「

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
等

、
障

が
い

者
の

生
涯

学
習

を
　

　
推

進
す

る
た

め
の

基
盤

整
備

に
関

す
る

こ
と

　
・

 
空

知
管

内
に

お
け

る
障

が
い

者
の

学
習

活
動

及
び

学
習

活
動

支
援

の
現

状
に

つ
い

て
〇

　
協

議
（

3
0
分

程
度

）
　

・
 
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

共
に

学
ぶ

場
づ

く
り

に
つ

い
て

〔
障

害
者

の
生

涯
学

習
推

進
研

究
協

議
会

〕
〇

　
講

演
（

6
0
分

程
度

）
　

「
誰

も
が

読
書

を
で

き
る

環
境

を
整

え
る

た
め

に
～

で
き

る
こ

と
か

ら
始

め
よ

う
！

～
」

　
 
講

師
：

滝
川

市
立

図
書

館
館

長
　

深
　

村
　

清
　

美
　

氏
〇

　
質

疑
応

答
（

1
5
分

程
度

）

〔
障

害
者

の
生

涯
学

習
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
〕

・
障

が
い

者
の

学
び

の
機

会
や

場
に

関
す

る
情

報
交

換
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

障
が

い
者

の
生

涯
学

習
を

め
ぐ

る
社

会
情

勢
の

変
化

や
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
　

と
が

で
き

た
。

〔
障

害
者

の
生

涯
学

習
推

進
研

究
協

議
会

〕
・

「
障

が
い

者
の

ニ
ー

ズ
＝

特
別

な
ニ

ー
ズ

」
と

捉
え

が
ち

だ
が

、
滝

川
市

立
図

書
館

の
実

践
を

聞
　

く
こ

と
で

、
参

加
者

は
障

が
い

者
に

と
っ

て
学

び
や

す
い

場
と

は
誰

も
が

学
び

や
す

い
場

で
あ

る
　

と
気

が
付

く
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

　
事

業
成

果

実
 
施

 
報

 
告

 
書

教
育

局
名

石
狩

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

主
事

　
小

田
島

　
美

雪

1
　
開
催
日

時
及
び
開
催
地

2
　
実
施
内

容

3 4
協
議
会
の

様
子

実
 
施

 
報

 
告

 
書

令
和
４
年
２

月
３

日
（

木
）

　
1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

※
W
e
b
会
議

シ
ス

テ
ム

Z
o
o
m
を

使
っ

た
オ

ン
ラ

イ
ン

○
出

席
者

　
石

狩
市

教
育

委
員

会
生

涯
学

習
部

公
民

館
兼

社
会

教
育

課
社

会
教

育
主

事
　

薩
来

　
翔

希
　

氏
　

　
　

　
　

石
狩

教
育

局
教

育
支

援
課

社
会

教
育

指
導

班
　

久
末

　
考

勇
、

小
田

島
　

美
雪

１
　

説
明

（
説

明
：

石
狩

教
育

局
　

社
会

教
育

指
導

班
）

・
事

業
趣

旨
や

、
北

海
道

の
取

組
な

ど
に

つ
い

て
、

資
料

を
基

に
説

明
す

る
。

２
　

協
議

（
進

行
：

石
狩

教
育

局
　

社
会

教
育

指
導

班
）

（
1
）

石
狩

市
の

現
状

に
つ

い
て

・
石

狩
市

は
、

関
係

す
る

部
署

（
保

健
福

祉
部

局
、

青
少

年
育

成
等

）
と

の
横

の
つ

な
が

り
が

薄
く

、
実

際
の

取
組

は
で

き
て

い
な

い
。

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
員

に
は

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
に

関
心

の
あ

る
委

員
が

い
る

。
・

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

（
ア

ク
ト

ス
ポ

ー
ツ

）
が

、
次

年
度

開
館

す
る

児
童

館
の

指
定

管
理

者
に

な
っ

て
お

り
、

ス
ポ

ー
ツ

の
観

点
か

ら
事

業
に

関
心

を
持

っ
て

く
れ

る
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
市

民
図

書
館

も
障

が
い

者
の

図
書

館
利

用
の

推
進

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
今

後
の

連
携

体
制

づ
く

り
も

踏
ま

え
て

、
一

緒
に

事
業

が
で

き
た

ら
よ

い
。

（
2
）

今
後

の
取

組
に

つ
い

て
・

ス
ポ

ー
ツ

や
読

書
な

ど
、

石
狩

市
の

現
在

の
生

涯
学

習
資

源
を

活
か

し
、

身
近

な
と

こ
ろ

か
ら

石
狩

市
の

事
業

推
進

に
取

組
め

た
ら

良
い

。

　
事
業
成

果

・
説

明
と

協
議

を
通

じ
て

、
石

狩
市

教
育

委
員

会
の

事
業

担
当

者
と

事
業

推
進

の
意

義
に

つ
い

て
共

通
理

解
を

得
ら

れ
た

。
・

今
後

は
協

議
で

話
題

に
上

が
っ

て
い

た
ス

ポ
ー

ツ
推

進
員

や
総

合
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

、
図

書
館

等
の

関
係

者
も

踏
ま

え
て

、
事

業
に

つ
い

て
の

理
解

の
促

進
と

、
今

後
の

実
践

に
つ

い
て

の
協

議
を

進
め

て
い

く
こ

と
を

確
認

で
き

た
。

説
明
の
様
⼦

協
議
の
様
⼦
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教
育
局
名

後
志
教
育
局

担
当
者
職
氏
名

社
会
教
育
主
事

影
山
英
明

1
　
開
催
日
時
及

び
開
催
地

2
　
実
施
内
容

3 4
そ
の
他

実
 
施

 
報

 
告

 
書

　
事

前
説

明
会

で
現

状
を

把
握

し
、

各
市

町
村

毎
に

実
情

に
合

わ
せ

た
研

究
協

議
会

を
実

施
す

る
予

定
だ

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
の

再
流

行
に

よ
り

延
期

に
な

り
現

段
階

で
未

実
施

で
あ

る
。

情
勢

を
伺

い
な

が
ら

今
後

実
施

し
て

い
く

予
定

で
、

研
究

協
議

会
を

実
施

後
に

改
め

て
報

告
す

る
。

【
事

前
説

明
会

】
①

令
和

３
年

1
0
月

1
4
日

(
木

)
：

オ
ン

ラ
イ

ン
②

令
和

３
年

９
月

2
8
日

～
1
1
月

2
5
日

：
管

内
2
0
市

町
村

【
協

議
会

】
③

令
和

４
年

１
月

2
1
日

（
金

）
：

蘭
越

町
→

延
期

（
実

施
日

未
定

）
④

令
和

４
年

２
月

中
：

赤
井

川
村

を
予

定

①
管

内
社

会
教

育
担

当
者

へ
の

事
前

説
明

会
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

・
令

和
３

年
度

の
障

が
い

者
の

生
涯

学
習

推
進

研
究

協
議

会
に

つ
い

て
の

説
明

を
行

っ
た

。
・

管
内

2
0
市

町
村

へ
の

、
障

が
い

者
の

社
会

教
育

事
業

参
加

へ
の

事
前

聞
き

取
り

の
依

頼
を

し
た

。
②

各
市

町
村

を
訪

問
し

て
の

事
前

聞
き

取
り

・
各

市
町

村
の

現
状

に
応

じ
た

研
究

協
議

会
を

行
う

た
め

、
社

会
教

育
担

当
者

（
仁

木
町

の
み

障
が

い
福

祉
担

当
者

が
同

席
）

へ
の

聞
き

取
り

を
行

っ
た

。
③

蘭
越

町
・

社
会

教
育

担
当

者
、

保
健

師
、

社
会

福
祉

協
議

会
職

員
の

参
加

を
予

定
し

て
い

る
。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
検

討
し

た
が

、
蘭

越
町

社
会

教
育

担
当

者
よ

り
実

際
に

同
じ

場
所

で
の

協
議

を
希

望
さ

れ
た

た
め

延
期

し
た

。
④

赤
井

川
村

・
オ

ン
ラ

イ
ン

も
含

め
て

検
討

中
で

あ
る

。

・
事

前
聞

き
取

り
の

中
で

、
教

育
委

員
会

社
会

教
育

担
当

者
へ

事
業

の
意

義
や

内
容

を
説

明
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

社
会

教
育

担
当

者
に

は
、

障
が

い
が

あ
る

な
し

に
か

か
わ

ら
ず

、
社

会
教

育
事

業
の

対
象

で
あ

る
こ

と
を

知
る

機
会

と
な

っ
た

。

　
事
業
成
果

教
育

局
名

胆
振

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

佐
々

木
憲

一

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3

・
開

催
日

時
　

令
和

３
年

1
0
月

2
8
日

（
木

）
1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0

・
開

催
地

　
　

む
か

わ
町

（
む

か
わ

町
産

業
会

館
　

青
年

研
修

室
）

○
　
参
集

範
囲
　
市
町
教
育
委
員
会
職
員
、
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

○
　
説
明

　
「
障
が
い
者
の
生
涯
学
習
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
～
市
町
村
に
期
待
さ
れ
る
取
組
～
」

　
　
　
　

説
明
者
　
胆
振
教
育
局
社
会
教
育
指
導
班
主
査
　
佐
々
木
　
憲
一

　
　
　
　

　
・
国
の
障
が
い
者
の
学
び
に
関
す
る
当
面
の
強
化
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
の
生
涯

　
　
　
　

　
　
学
習
推
進
の
意
義
や
方
向
性
、
求
め
ら
れ
る
取
組
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

　
　
　
　

　
・
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
学
ぶ
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

　
　
　
　

　
　
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
。

○
　
協
議

　
「
む
か
わ
町
に
お
け
る
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
共
に
学
ぶ
場
づ
く
り
に
向
け
て
」

　
　
　
　

進
行
　
胆
振
教
育
局
社
会
教
育
指
導
班
社
会
教
育
主
事
　
山
本
　
惠
一
郎

　
　
　
　

　
・
町
内
に
在
住
し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、
学
習
ニ
ー
ズ
の
実
態
把
握
や
、

　
　
　
　

　
　
む
か
わ
町
で
実
施
し
て
い
る
事
業
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

【
研
究
協

議
で
の
意
見
等
】

○
　
保
健

福
祉
部
か
ら

　
・
社
会

福
祉
士
と
し
て
、
障
害
支
援
区
分
更
新
の
た
め
に
穂
別
富
内
地
区
の
障
害
者
支
援
施
設
『
ほ
べ
つ
誠
光
』

　
　
『
ほ

べ
つ
誠
和
』
他
、
町
外
の
支
援
施
設
も
訪
問
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
際
に
普
段
の
様
子
を
観
察
し
て
い

　
　
る
と

、
利
用
者
の
中
に
は
人
間
関
係
を
構
築
で
き
ず
孤
立
し
て
し
ま
い
、
外
出
も
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
気

　
　
に
か

け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
利
用
者
に
向
け
て
、
『
生
涯
学
習
』
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
創
作
的
な
こ
と

　
　
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
非
常
に
助
け
に
な
る
と
思
う
。

○
　
む
か

わ
町
教
育
委
員
会
か
ら

　
・
町
で

行
わ
れ
て
い
る
生
涯
学
習
の
多
く
は
、
会
館
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
参
加
者
が
直
接
集
ま
る
形
式
で
実

　
　
施
し

て
い
る
。
『
ほ
べ
つ
誠
光
』
『
ほ
べ
つ
誠
和
』
へ
指
導
者
が
訪
問
し
、
現
地
で
行
う
形
で
あ
れ
ば
、
「
外

　
　
出
に

気
乗
り
し
な
い
」
利
用
者
の
負
担
は
減
る
の
で
は
な
い
か
。

　
事

業
成

果

実
 
施
 
報
 
告
 
書



― 109 ―

教
育
局
名

日
高
教
育
局

担
当
者
職
氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

石
山

浩
幸

1
　
開
催
日
時
及

び
開
催
地

2
　
実
施
内
容

3

　
令
和
３
年
1
2
月
1
4
日
（
火
）
：
 
浦
河
町
総
合
文
化
会
館

　
令
和
４
年
１
月
1
9
日
（
水
）
：
 
新
冠
町
（
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
新
ひ
だ
か
町
（
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
）

　
　
　
　
　
１
月
2
6
日
（
水
）
：
 
日
高
町
（
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
）

　
　
当
日
は
、
各
町
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
担
当
者
は

も
と
よ
り
、
町
長
部
局
保
健
福
祉
部

　
職
員
（
障
害
者
福
祉
担
当
）
や
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
ら
も
参
加
し
た
。

　
　
協
議
の
中
で
は
、
「
社
会
教
育
事
業
等
で
対
応
の
際

は
、
福
祉
部
局
と
の
連
携
が
重
要
」

　
「
『
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
』
の
普
及
が
進
め
ば
声
掛
け
し
や

す
く
な
っ
て
、
状
況
は
良
く
な
る
の

　
で
は
」
「
社
教
職
員
も
、
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
対
応
力

　
や
経
験
値
を
高
め
な
け
れ
ば
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意

見
が
多
く
出
た
。

　
　
生
涯
学
習
担
当
者
と
福
祉
部
局
職
員
等
が
同
席
す
る

こ
と
で
両
者
の
実
情
交
流
が
進
み
、

　
互
い
に
連
携
し
て
取
り
組
む
重
要
性
を
共
有
で
き
た
こ

と
が
、
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。

　
　
教
委
側
も
福
祉
部
局
側
も
、
相
手
方
の
事
情
や
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
等
を
互
い
に
確
認
で
き
、

　
具
体
的
な
連
携
接
点
を
探
る
協
議
が
で
き
た
の
で
、
今

後
は
そ
の
実
現
と
さ
ら
な
る
推
進
が

　
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
本
事
業
を
、
町
の
職
員
研
修
に
位
置
付
け
て

く
れ
た
町
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
多
く
の
拠
点
で

、
障
害
者
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
よ

　
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
る
よ
う
、
そ
の
機
会
を
提
供
し

続
け
た
い
。

　
事
業
成
果

実
 
施

 
報

 
告

 
書

教
育

局
名

日
高

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会
教
育
指
導
班
主
査
　
石
山
浩
幸

1
　
開
催
日
時
及
び
開
催
地

2
　
実
施
内
容

3

　
令
和
４
年
２

月
２

日
（

水
）

：
 
平

取
町

（
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

）

　
　
当
日
は
、

町
教

育
委

員
会

の
生

涯
学

習
担

当
者

は
も

と
よ

り
、

町
社

会
福

祉
協

議
会

職
員

　
や
学
校
運
営

協
議

会
委

員
も

参
加

し
た

。
　
　
社
協
で
は

高
齢

者
や

障
害

者
（

お
も

に
知

的
障

害
者

）
の

生
活

支
援

を
重

点
に

取
り

組
ん

　
で
い
る
た
め

、
今

後
、

生
涯

学
習

の
環

境
整

備
に

向
け

て
は

、
社

協
と

町
教

委
と

で
連

携
し

　
て
進
め
て
い

く
こ

と
が

必
要

だ
と

い
う

認
識

が
共

有
さ

れ
た

。

　
　
協
議
の
中

で
は

、
「

障
害

を
理

由
に

劣
等

感
を

も
つ

こ
と

の
な

い
よ

う
、

地
域

全
体

で
障

　
害
へ
の
理
解

を
深

め
て

い
く

こ
と

が
重

要
だ

」
「

卒
業

後
も

大
切

だ
が

、
人

格
形

成
に

大
き

　
く
影
響
す
る

就
学

期
の

関
わ

り
は

さ
ら

に
大

切
。

小
・

中
学

校
の

教
職

員
と

も
一

緒
に

学
び

　
な
が
ら
、
地

域
全

体
で

同
じ

ス
タ

ン
ス

で
障

害
の

あ
る

児
童

・
生

徒
に

接
し

て
い

け
る

と
良

　
い
」
と
い
っ

た
前

向
き

な
意

見
が

多
く

出
て

、
地

域
ぐ

る
み

で
こ

の
課

題
に

取
り

組
も

う
と

　
す
る
機
運
が

高
ま

っ
た

。

　
事
業
成
果

実
 
施

 
報

 
告

 
書
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教
育
局
名

渡
島
教
育
局

担
当
者
職
氏
名

社
会

教
育

主
事

　
南

　
部

　
晃

　
宏

1
　
開
催
日
時
及

び
開
催
地

2
　
実
施
内
容

3

実
 
施

 
報

 
告

 
書

・
令

和
３

年
1
1
月

1
5
日

（
月

）
知

内
町

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

令
和

３
年

1
2
月

2
1
日

（
火

）
森

町
・

令
和

３
年

1
2
月

2
2
日

（
水

）
七

飯
町

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

令
和

３
年

1
2
月

2
4
日

（
金

）
鹿

部
町

Z
o
o
m

・
令

和
４

年
１

月
1
8
日

（
火

）
木

古
内

町
Z
o
o
m
　

　
　

　
　

　
・

令
和

４
年

１
月

1
9
日

（
水

）
函

館
市

Z
o
o
m

参
集

範
囲

　
教

育
委

員
会

職
員

、
福

祉
部

局
担

当
職

員
、

社
会

福
祉

協
議

会
職

員

実
施

内
容

　
(
1
)
説

明
：

障
害

者
の

生
涯

学
習

の
推

進
に

つ
い

て
（

渡
島

教
育

局
社

会
教

育
指

導
班

）
　

　
　

　
　

　
・

「
障

害
者

の
生

涯
学

習
の

推
進

」
が

求
め

ら
れ

る
背

景
　

　
　

　
　

　
・

「
障

害
者

の
生

涯
学

習
の

推
進

」
に

係
る

道
内

取
組

の
現

状
　

　
　

　
　

　
・

道
教

委
の

取
組

　
　

　
　

　
　

・
障

害
の

基
礎

知
識

　
　

　
　

　
　

・
取

組
の

実
践

事
例

　
　

　
　

　
(
2
)
協

議
　

　
　

　
　

　
・

共
に

学
ぶ

場
づ

く
り

へ
向

け
、

不
安

な
こ

と
　

　
　

　
　

　
・

共
に

学
ぶ

場
の

充
実

へ
向

け
、

今
後

取
り

組
め

そ
う

な
こ

と

　
事
業
成
果

○
共

生
社

会
の

実
現

へ
向

け
た

課
題

及
び

必
要

な
取

組
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
・

社
会

に
お

け
る

学
び

の
場

が
少

な
い

こ
と

、
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

整
備

が
十

分
で

な
い

こ
と

。
　

・
障

害
を

つ
く

る
の

は
社

会
の

環
境

（
周

囲
の

人
の

意
識

を
含

む
）

と
い

う
意

識
を

高
め

る
必

要
 
 
 
 
が

あ
る

こ
と

。
　

・
実

施
事

業
で

合
理

的
配

慮
を

行
う

た
め

に
は

、
チ

ラ
シ

等
を

き
っ

か
け

に
、

主
催

者
と

参
加

者
 
 
 
 
で

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
丁

寧
に

と
る

必
要

が
あ

る
こ

と
。

　
・

配
慮

が
公

平
だ

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

、
障

害
の

な
い

参
加

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

も
大

 
 
 
 
切

で
あ

る
。

○
事

業
を

進
め

る
上

で
の

課
題

や
取

り
組

め
る

こ
と

を
明

確
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

・
事

業
参

加
の

呼
び

か
け

の
際

に
、

「
障

害
者

」
と

い
う

言
葉

の
使

い
方

に
躊

躇
す

る
こ

と
が

あ
 
 
 
 
る

。
　

・
多

目
的

ト
イ

レ
な

ど
は

、
施

設
に

は
整

備
さ

れ
て

る
が

、
野

外
で

の
事

業
実

施
の

際
に

気
が

か
 
 
 
 
り

で
あ

る
。

　
・

ど
ん

な
配

慮
が

必
要

か
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

し
っ

か
り

と
り

た
い

。
　

・
ネ

イ
パ

ル
の

募
集

チ
ラ

シ
が

参
考

に
な

っ
た

。
　

・
「

過
重

負
担

の
な

い
範

囲
で

の
合

理
的

配
慮

」
と

あ
る

が
、

“
過

重
”

を
ど

の
程

度
と

捉
え

る
 
 
 
 
か

難
し

い
。

　
・

事
業

案
内

チ
ラ

シ
で

の
呼

び
か

け
、

フ
ォ

ン
ト

の
工

夫
な

ど
、

で
き

る
と

こ
ろ

か
ら

取
り

組
ん

 
 
 
 
で

み
た

い
。

　
・

指
定

管
理

者
の

選
定

の
際

に
、

「
障

害
者

へ
の

合
理

的
配

慮
」

の
視

点
も

組
み

込
む

こ
と

を
考

 
 
 
 
え

た
い

。
　

・
福

祉
部

局
や

社
会

福
祉

協
議

会
と

協
議

す
る

中
で

、
情

報
共

有
、

連
携

の
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

 
 
・

部
局

、
団

体
ご

と
に

実
施

し
て

い
る

関
連

事
業

の
情

報
交

流
の

必
要

性
を

感
じ

た
。

教
育

局
名

檜
⼭

教
育

局
担

当
者

職
⽒

名
社

会
教

育
指

導
班

主
査

 
⿑

藤
伸

⼀

1
 

開
催

⽇
時

及
び

開
催

地

2
 

実
施

内
容

3

・
令

和
３

年
11

⽉
25

⽇
（

⽊
）

9:4
5〜

11
:00

・
オ

ン
ラ

イ
ン

（
檜

⼭
合

同
庁

舎
30

2会
議

室
・

奥
尻

町
海

洋
研

修
セ

ン
タ

ー
）

○
 教

育
委

員
会

と
保

健
福

祉
課

に
お

い
て

、
 障

が
い

者
を

対
象

と
し

た
事

業
や

、
障

が
い

者
も

参
加

が
可

能
な

事
業

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
実

施
し

て
い

る
の

か
、

互
い

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
 保

健
福

祉
課

は
、

障
が

い
者

へ
の

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
困

っ
て

い
た

が
、

教
育

委
員

会
事

業
に

連
携

・
協

働
し

て
い

く
ア

イ
デ

ア
も

⽣
ま

れ
た

。
○

 障
害

者
⼿

帳
の

発
⾏

と
、

実
際

の
居

住
に

は
⼤

き
く

乖
離

が
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

 
事

業
成

果

実
 施

 報
 告

 書

(1
) 趣

旨
説

明
（

9:5
0〜

10
:05

）
【

15
分

間
】

 
「

⽣
涯

に
わ

た
る

学
習

活
動

の
促

進
に

つ
い

て
」

 
説

明
者

：
檜

⼭
教

育
局

教
育

⽀
援

課
⻑

 
⼭

 
内

 
 

 
功

(2
) ⾏

政
説

明
（

10
:05

〜
10

:15
）

【
10

分
間

】
 

「
障

害
者

の
⽣

涯
学

習
の

推
進

⽅
策

に
つ

い
て

」
 

説
明

者
：

檜
⼭

教
育

局
教

育
⽀

援
課

社
会

教
育

指
導

班
主

査
 

⿑
 

藤
 

伸
 

⼀
(3

) 交
流

・
協

議
（

10
:15

〜
10

:55
）

【
40

分
間

】
 

「
町

に
お

け
る

障
が

い
者

の
学

び
の

今
後

に
つ

い
て

」
 

進
 

⾏
：

檜
⼭

教
育

局
教

育
⽀

援
課

社
会

教
育

指
導

班
主

査
 

⿑
 

藤
 

伸
 

⼀
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教
育

局
名

檜
⼭

教
育

局
担

当
者

職
⽒

名
社

会
教

育
指

導
班

主
査

 
⿑

藤
伸

⼀

1
 

開
催

⽇
時

及
び

開
催

地

2
 

実
施

内
容

3

・
令

和
３

年
12

⽉
22

⽇
（

⽔
）

13
:30

〜
15

:30
・

今
⾦

町
総

合
体

育
館

「
あ

い
き

ゅ
ー

ぶ
」

研
修

室

 
事

業
成

果

実
 施

 報
 告

 書

(1
) 趣

旨
説

明
（

13
:35

〜
13

:50
）

【
15

分
間

】
「

⽣
涯

に
わ

た
る

学
習

活
動

の
促

進
に

つ
い

て
」

 
説

明
者

：
檜

⼭
教

育
局

教
育

⽀
援

課
⻑

 
⼭

 
内

 
 

 
功

(2
) ⾏

政
説

明
（

13
:50

〜
14

:05
）

【
15

分
間

】
「

障
害

者
の

⽣
涯

学
習

の
推

進
⽅

策
に

つ
い

て
」

 
説

明
者

：
檜

⼭
教

育
局

教
育

⽀
援

課
社

会
教

育
指

導
班

主
査

 
⿑

 
藤

 
伸

 
⼀

(3
) 情

報
提

供
（

14
:05

〜
14

:25
）

【
20

分
間

】
「

⽣
徒

の
余

暇
活

動
や

卒
業

後
の

学
び

に
つ

い
て

」
 

説
明

者
：

北
海

道
今

⾦
⾼

等
養

護
学

校
教

諭
 

⼭
 

本
 

拓
 

郎
 

⽒
・

中
 

島
 

朋
 

之
 

⽒
(4

) 交
流

・
協

議
（

14
:40

〜
15

:25
）

【
45

分
間

】
「

町
に

お
け

る
障

が
い

者
の

学
び

の
今

後
に

つ
い

て
」

 
進

 
⾏

：
檜

⼭
教

育
局

教
育

⽀
援

課
社

会
教

育
指

導
班

主
査

 
⿑

 
藤

 
伸

 
⼀

○
 今

⾦
町

に
お

い
て

は
、

町
全

体
で

障
が

い
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
共

⽣
で

き
る

ま
ち

づ
く

り
が

進
ん

で
お

り
、

町
⺠

の
障

が
い

者
に

対
す

る
理

解
も

根
付

い
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
○

 今
⾦

⾼
等

養
護

学
校

、
社

会
福

祉
法

⼈
光

の
⾥

、
町

教
委

、
町

保
健

福
祉

課
の

間
に

は
、

就
学

中
か

ら
卒

業
後

ま
で

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
緩

や
か

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

形
成

さ
れ

て
お

り
、

情
報

共
有

や
課

題
解

決
が

円
滑

に
⾏

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
。

○
 町

教
委

に
お

い
て

は
、

対
象

を
障

が
い

者
に

限
定

し
た

事
業

は
実

施
し

て
い

な
い

が
、

多
く

の
事

業
に

障
が

い
の

あ
る

⽅
の

参
加

実
績

が
⾒

ら
れ

る
。

○
 障

が
い

の
あ

る
⽅

の
中

に
は

、
多

く
の

⼈
々

の
中

で
も

活
動

を
敬

遠
す

る
⽅

も
い

れ
ば

、
ゆ

っ
く

り
じ

っ
く

り
繰

り
返

し
取

り
組

み
た

い
⽅

も
い

る
な

ど
、

特
性

に
応

じ
た

学
び

の
⽅

法
が

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

△
 共

⽣
の

ま
ち

づ
く

り
に

関
し

て
、

成
功

事
例

だ
け

が
注

⽬
さ

れ
が

ち
だ

が
、

失
敗

し
た

事
例

な
ど

負
の

部
分

に
つ

い
て

も
、

今
後

考
え

る
機

会
を

設
け

る
べ

き
だ

と
い

う
意

⾒
も

複
数

聞
か

れ
た

。

教
育

局
名

上
川

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

主
事

　
佐

藤
麻

友
美

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3

１
．
令
和

３
年

1
1
月

1
0
日

（
水

）
：

南
富

良
野

町
　

南
富

良
野

町
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
２
．
令
和

３
年

1
2
月

１
日

（
水

）
：

名
寄

市
　

名
寄

市
民

文
化

セ
ン

タ
ー

３
．
令
和

３
年

1
2
月

1
3
日

（
月

）
：

美
瑛

町
　

町
民

セ
ン

タ
ー

４
．
令
和

３
年

1
2
月

1
4
日

（
火

）
：

当
麻

町
　

当
麻

町
公

民
館

５
．
令
和

３
年

1
2
月

1
5
日

（
水

）
：

上
川

町
　

上
川

町
か

み
ん

ぐ
ホ

ー
ル

６
．
令
和

３
年

1
2
月

1
7
日

（
金

）
：

下
川

町
　

下
川

町
公

民
館

７
．
令
和

３
年

1
2
月

2
0
日

（
月

）
：

旭
川

市
　

旭
川

市
教

育
委

員
会

８
．
令
和

３
年

1
2
月

2
3
日

（
木

）
：

鷹
栖

町
　

鷹
栖

地
区

住
民

セ
ン

タ
ー

・
参
集
範

囲
　
教
育
委

員
会

職
員

、
首

長
部

局
職

員
、

社
会

福
祉

協
議

会
職

員
、

施
設

職
員

、
小

学
校

教
職

員
、

　
中
学
校

教
職

員
、

高
等

学
校

教
職

員
、

社
会

教
育

委
員

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
　

等
（
市
町
村

に
よ

っ
て

異
な

る
）

・
協
議
内

容
　
市
町
村

に
お

け
る

障
が

い
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
共

に
学

ぶ
場

づ
く

り
に

向
け

て

　 ・
市
町
村

教
育

委
員

会
社

会
教

育
担

当
者

を
中

心
に

、
保

健
福

祉
部

局
や

社
会

福
祉

協
議

会
、

障
害

者
　
施
設
の

職
員

な
ど

に
参

加
い

た
だ

き
、

お
互

い
の

取
組

状
況

や
今

後
の

連
携

に
つ

い
て

情
報

交
換

を
　
す
る
こ

と
が

で
き

た
。

・
本
協
議

会
を

き
っ

か
け

に
、

今
回

の
参

加
者

を
中

心
と

し
た

情
報

交
流

の
場

を
引

き
続

き
定

期
的

に
　
開
催
し

て
い

く
こ

と
に

な
っ

た
町

や
、

今
後

、
自

立
支

援
協

議
会

の
メ

ン
バ

ー
に

教
育

委
員

会
職

員
　
が
入
る

方
向

で
検

討
を

始
め

た
町

が
あ

っ
た

。
・
今
後
、

障
害

者
の

生
涯

学
習

を
推

進
す

る
上

で
、

今
回

の
よ

う
な

学
習

会
の

開
催

を
求

め
る

声
が

多
　
く
寄
せ

ら
れ

た
。

次
年

度
以

降
も

市
町

村
担

当
者

と
連

携
を

図
り

、
市

町
村

の
現

状
や

課
題

を
踏

ま
　
え
、
障

害
者

の
生

涯
学

習
に

係
わ

る
支

援
を

推
進

し
、

部
署

を
超

え
て

取
り

組
む

機
運

を
醸

成
し

て
　
い
く
。

　
事

業
成

果

実
 
施
 
報
 
告
 
書

【
下
川

町
】

【
鷹
栖

町
】
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教
育

局
名

留
萌

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会
教
育
指
導
班
主
査
　
髙
橋
　
枝
里
子

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3

①
令

和
３

年
1
2
月

2
0
日

（
月

）
：

苫
前

町
（

苫
前

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

）
②

令
和

３
年

1
2
月

2
2
日

（
水

）
：

天
塩

町
（

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
）

【
協

議
内

容
】

①
障

が
い

者
の

現
状

は
、

障
害

手
帳

保
有

者
の

ほ
と

ん
ど

が
高

齢
者

。
障
が
い
者
対
象
の
事
業
は
行
っ
て
い
な
い

が
、

高
齢

者
事

業
や

他
の

事
業

で
も

、
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

個
々
の
困
り
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。
障
が

い
者

の
理

解
啓

発
の

た
め

、
小

学
校

で
福

祉
体

験
会

を
行

っ
て

い
る

。
ま
た
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
供
が
い
る

学
級

で
地

域
の

方
が

講
師

を
行

う
場

合
は

、
そ

の
特

性
と

関
わ

り
方

を
事
前
に
伝
え
て
い
る
。

②
障

が
い

者
の

多
く

が
高

齢
者

で
、

6
0
歳

以
下

は
精

神
障

が
い

の
方

が
多
い
。
平
成
2
3
年
く
ら
い
か
ら
障
が
い
の
あ

る
な

し
に

関
わ

ら
ず

利
用

で
き

る
サ

ロ
ン

を
開

設
し

て
い

る
。

現
在

は
高
齢
者
４
名
程
度
、
3
0
代
の
母
親
が
利
用
し

て
お

り
、

就
労

施
設

に
通

っ
て

い
る

自
閉

症
の

2
0
代

男
性

が
参

加
す

る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、
若
い
精
神
障
が
い
の

方
は

、
人

と
の

関
わ

り
を

望
ん

で
お

ら
ず

そ
の

扱
い

が
難

し
い

。
【

参
集

範
囲

】
①

社
会

教
育

課
主
幹

・
係

長
、

子
ど

も
教

育
課

主
査

、
保

健
福

祉
課

主
幹
・
保
健
師
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

長
・

主
事

（
計

７
名

）
②

生
涯

学
習

課
係
長

・
主

事
、

福
祉

課
福

祉
係

長
、

福
祉

課
ふ

れ
あ

い
係
長
（
計
４
名
）

【
共

通
】

・
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
学

習
機

会
の

必
要

性
に

つ
い

て
理

解
し
て
い
た
だ
い
た
。

・
普

段
、

社
会

教
育

事
業

に
参

加
し

に
く

い
と

感
じ

て
い

る
障

が
い

者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
チ

ラ
シ

に
「

障
が

い
の

あ
る

方
も

な
い

方
も

ご
参

加
く

だ
さ

い
」

の
文

言
を
入
れ
て
検
証
す
る
の
も
よ
い
と
言
っ
て
い

た
だ

い
た

。
【

苫
前

町
の

意
見
】

・
デ

ィ
ス

フ
レ

ク
ト

（
最

新
の

フ
リ

ス
ビ

ー
競

技
）

を
町

と
し

て
推

進
し
て
い
る
が
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
参
加
し

や
す

い
内

容
の

た
め

、
特

別
支

援
の

子
ど

も
達

を
含

め
て

参
加

し
て

も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
。

・
障

が
い

の
あ

る
方

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
を

企
画

し
て

く
れ

れ
ば

、
福

祉
部
局
と
も
連
携
し
て
進
め
や
す
い
と
感
じ

た
。

　
事

業
成

果

実
 
施
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教
育

局
名

宗
谷

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

渡
辺

　
準

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3

令
和

３
年

１
１

月
９

日
（

火
）

：
猿

払
村

（
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
中

頓
別

町
（

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
礼

文
町

（
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
利

尻
富

士
町

（
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

）

○
４
町
村
（

猿
払
村
、
中
頓
別
町
、
礼
文
町
、
利
尻
富
士
町
）
の
社
会
教
育
担
当
者
と
Z
o
o
m
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
い

　
説
明
・
協

議
を
行
っ
た
。

○
行
政
説
明

（
宗
谷
教
育
局
社
会
教
育
指
導
班
主
査
　
渡
辺
　
準
）

　
・
障
害
者

の
生
涯
学
習
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
【
概
要
】
（
文
科
省
H
P
）

　
・
障
害
者

の
生
涯
学
習
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
２
つ
の
資

料
に
つ
い
て
、
説
明
、
先
進
事
例
の
紹
介
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
記
入
等
を
行
っ
た
。

○
協
議

　
　
各
市
町

村
で
実
施
す
る
生
涯
学
習
事
業
の
企
画
立
案
に
係
る
実
情
、
課
題
等
を
交
流
し
、
障
害
者
の
生
涯
学
習

　
推
進
に
向

け
て
工
夫
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

・
現
在
実
施

し
て
い
る
生
涯
学
習
事
業
（
講
座
）
は
、
基
本
的
に
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
誰
も
が
参
加
で
き
る
こ

　
と
と
し
て

い
る
が
、
障
害
者
が
参
加
し
た
実
績
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
し
か
す
る
と
事
前
に
断
念
し
て
い
る
方
が

　
い
な
い
か

ど
う
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

・
事
業
の
（

案
内
）
チ
ラ
シ
に
障
害
の
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
気
を
つ

　
け
た
い
。

　
事

業
成

果

実
 
施
 
報
 
告
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教
育

局
名

オ
ホ

ー
ツ

ク
教

育
局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

村
上

真
琴

1
　
開
催
日
時
及
び
開
催
地

2
　
実
施
内
容

3

小
清

水
町

　
1
2
月

1
0
日

（
金

）
　

会
場

：
小

清
水

町
教

育
委

員
会

大
空

町
　

　
1
2
月

1
0
日

（
金

）
　

会
場

：
女

満
別

研
修

会
館

紋
別

市
　

　
1
2
月

1
4
日

（
火

）
　

会
場

：
紋

別
市

民
会

館
滝

上
町

　
　

1
2
月

1
4
日

（
火

）
　

会
場

：
滝

上
町

教
育

委
員

会
斜

里
町

　
　

1
2
月

2
1
日

（
火

）
　

会
場

：
斜

里
町

公
民

館
ゆ

め
ホ

ー
ル

知
床

清
里

町
　

　
1
2
月

2
1
日

（
火

）
　

会
場

：
清

里
町

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

興
部

町
　

　
1
2
月

2
0
日

（
月

）
　

会
場

：
興

部
町

中
央

公
民

館
西

興
部

村
　

1
2
月

2
0
日

（
月

）
　

会
場

：
西

興
部

村
教

育
委

員
会

北
見

市
　

　
1
2
月

2
2
日

（
水

）
　

会
場

：
北

見
市

端
野

総
合

支
所

網
走

市
　

　
1
2
月

2
2
日

（
水

）
　

会
場

：
オ

ホ
ー

ツ
ク

・
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
美

幌
町

　
　

１
月

1
4
日

（
金

）
　

会
場

：
美

幌
町

民
会

館
訓

子
府

町
　

１
月

1
8
日

（
火

）
　

会
場

：
訓

子
府

町
公

民
館

開
会

　
1
0
:
0
0
（

1
4
:
0
0
）

説
明

　
1
0
:
0
5
（

1
4
:
0
5
）

　
「

障
害

者
の

生
涯

学
習

の
推

進
方

策
に

つ
い

て
～

市
町

村
に

期
待

さ
れ

る
取

組
～

」
協

議
　

1
1
:
0
0
（

1
5
:
0
0
）

　
「

市
町

村
に

お
け

る
障

害
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
共

に
学

ぶ
場

づ
く

り
に

向
け

て
」

閉
会

　
1
2
:
0
0
（

1
6
:
0
0
）

　
障

害
者

の
生

涯
学

習
の

推
進

に
向

け
た

協
議

で
は

、
下

記
の

よ
う

な
意

見
が

あ
り

、
地

域
に

お
け

る
障

害
者

の
学

び
の

場
の

確
保

や
障

害
に

対
す

る
理

解
を

広
げ

て
い

く
た

め
の

取
組

の
必

要
性

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
事

業
の

実
施

や
支

援
体

制
の

構
築

に
あ

た
っ

て
は

、
保

健
福

祉
部

局
や

社
会

福
祉

協
議

会
等

と
の

連
携

が
欠

か
せ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

〇
地

域
に

住
む

障
害

者
の

実
態

に
即

し
て

主
催

事
業

や
講

座
等

を
合

理
的

配
慮

の
観

点
か

ら
見

直
し

て
い

く
た

め
に

は
、

関
係

性
も

含
め

て
相

談
が

で
き

る
環

境
を

整
え

る
必

要
が

あ
る

。
〇

障
害

者
の

生
涯

学
習

に
つ

い
て

取
り

組
ん

で
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

認
識

は
あ

る
が

、
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
よ

い
の

か
困

る
の

が
実

際
の

と
こ

ろ
。

あ
る

程
度

の
障

害
に

つ
い

て
の

知
識

が
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
思

う
。

職
員

の
研

修
が

必
要

で
あ

る
。

〇
職

員
に

知
識

が
な

く
と

も
保

健
師

や
親

が
情

報
を

も
っ

て
い

る
。

一
人

一
人

に
丁

寧
に

対
応

し
て

い
く

た
め

に
も

必
要

な
配

慮
等

に
つ

い
て

そ
う

し
た

方
に

聞
く

の
が

一
番

。
連

携
は

欠
か

せ
な

い
。

〇
保

健
福

祉
部

局
と

の
連

携
は

あ
る

程
度

あ
る

が
、

社
会

福
祉

協
議

会
と

の
連

携
が

あ
ま

り
な

い
。

こ
う

し
た

関
係

機
関

と
の

連
携

に
つ

い
て

も
考

え
て

い
き

た
い

。
〇

小
学

校
や

中
学

校
を

卒
業

し
た

後
、

他
の

地
域

の
養

護
学

校
等

へ
通

う
子

は
、

地
元

と
の

関
わ

り
が

保
て

な
く

な
っ

て
し

ま
う

。
そ

う
し

た
空

白
の

期
間

が
大

き
な

課
題

で
あ

る
。

〇
教

育
・

保
健

・
福

祉
・

医
療

な
ど

の
関

係
者

と
必

要
な

時
に

情
報

の
共

有
が

で
き

る
「

支
援

フ
ァ

イ
ル

」
を

有
効

に
活

用
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
〇

子
ど

も
を

対
象

と
し

た
事

業
で

は
、

チ
ラ

シ
等

に
障

害
の

あ
る

子
の

参
加

に
つ

い
て

記
載

し
参

加
を

促
し

て
い

る
。

成
人

を
対

象
と

し
た

事
業

に
つ

い
て

も
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
考

え
た

い
。

〇
ボ

ッ
チ

ャ
や

ゴ
ー

ル
ボ

ー
ル

等
の

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

を
通

じ
て

、
障

害
に

対
す

る
理

解
の

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

障
害

者
の

生
涯

学
習

の
場

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

〇
障

害
に

対
す

る
社

会
の

理
解

を
広

げ
て

い
く

た
め

の
取

組
と

し
て

講
座

等
の

企
画

も
考

え
て

み
た

い
。

こ
う

し
た

機
会

を
多

く
積

み
重

ね
て

い
く

こ
と

が
大

切
と

思
う

。
〇

設
備

等
の

問
題

は
大

き
い

が
、

実
際

に
足

を
運

ば
な

く
て

も
学

べ
る

方
法

は
あ

る
。

I
C
T
等

を
活

用
し

た
学

習
機

会
の

提
供

は
、

こ
う

し
た

課
題

の
解

決
に

も
有

効
だ

と
思

う
。

〇
「

手
話

の
会

」
等

の
サ

ー
ク

ル
活

動
が

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
滞

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
働

き
か

け
を

考
え

た
い

。
〇

障
害

者
も

含
め

、
外

国
人

や
L
G
B
T
等

に
つ

い
て

も
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

多
様

性
の

時
代

で
あ

る
。

社
会

教
育

委
員

か
ら

の
意

見
も

あ
り

、
社

会
教

育
計

画
へ

の
位

置
づ

け
に

つ
い

て
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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実
 
施

 
報

 
告

 
書

教
育

局
名

十
勝

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

田
　

尾
　

和
　

祐

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3 4
　

協
議

会
の

様
子

※
１

 
開

催
要

項
、

研
究

協
議

会
に

係
る

資
料

等
が

あ
り

ま
し

た
ら

添
付

し
て

く
だ

さ
い

。

※
２

 
本

報
告

書
の

内
容

は
後

日
作

成
、

配
付

す
る

事
業

報
告

書
に

掲
載

し
ま

す
。

・
開
催
日
時

　
令
和
４
年
１
月

1
9
日

（
水

）
1
4
:
0
0
～

1
5
:
3
0

　
令
和
４
年
１
月

2
7
日

（
木

）
1
4
:
0
0
～

1
5
:
3
0

・
開
催
地

　
１
月
1
9
日
（
水
）

：
足

寄
町

役
場

　
１
月
2
7
日
（
木
）

：
Z
o
o
m
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催

・
参
集
範
囲

　
１
月
1
9
日
（
水
）

：
本

別
町

、
足

寄
町

、
陸

別
町

　
１
月
2
7
日
（
木
）

：
幕

別
町

、
豊

頃
町

、
池

田
町

、
浦

幌
町

・
実
施
内
容

　
①
説
明

　
　
「
障
害
者
の

生
涯

学
習

の
推

進
方

策
に

つ
い

て
」

　
②
協
議

　
　
「
市
町
村
に

お
け

る
障

害
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
と

も
に

学
ぶ

場
づ

く
り

に
向

け
て

」
　
③
振
り
返
り
・

情
報

交
流

　
　
発
表
者
：
十

勝
教

育
局

道
立

学
校

運
営

支
援

室
主

事
　

吉
　

永
　

一
　

輝
　

氏

【
協
議
】

・
「
障
害
者
が
参

加
し

や
す

い
学

び
の

場
を

つ
く

る
た

め
に

必
要

な
バ

リ
ア

の
解

消
方

法
を

考
え

る
」

を
テ

ー
マ

と
し
、
①
物
理
的
な

バ
リ

ア
、

②
制

度
的

な
バ

リ
ア

、
③

文
化

・
情

報
面

で
の

バ
リ

ア
、

④
意

識
上

の
バ

リ
ア

の
観

点
か

ら
、
現
状
の
課
題

及
び

改
善

に
向

け
た

合
理

的
配

慮
に

つ
い

て
考

え
た

。
【
参
加
者
の
意
見

】
・
障
害
者
に
と
っ

て
は

講
座

等
へ

の
参

加
を

検
討

す
る

と
き

に
、

障
害

に
応

じ
た

個
別

対
応

を
し

て
も

ら
え

る
か

不
安

な
面
が
あ
る
た
め

、
講

座
案

内
に

可
能

な
個

別
対

応
に

つ
い

て
明

記
す

べ
き

で
あ

る
。

・
講
座
等
の
案
内

が
障

害
者

に
届

い
て

い
な

い
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

広
報

の
方

法
を

工
夫

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
集
団
の
中
で
活

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
方

の
た

め
に

少
人

数
で

実
施

す
る

講
座

の
開

設
や

、
集

団
で

の
講

座
に

お
い

て
チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン

グ
の

よ
う

に
指

導
を

補
助

す
る

方
を

配
置

す
る

と
、

障
害

者
が

参
加

し
や

す
い

学
び

の
場

を
つ

く
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
障
害
者
に
と
っ

て
適

切
な

事
業

を
考

え
る

た
め

に
は

、
運

営
者

が
障

害
者

と
の

対
話

を
増

や
し

、
障

害
に

つ
い

て
理

解
を
深
め
る
べ
き

で
あ

る
。

【
振
り
返
り
で
の

発
表

者
（

障
害

当
事

者
）

の
意

見
】

・
障
害
者
が
参
加

し
や

す
い

学
び

の
場

づ
く

り
に

向
け

て
、

障
害

当
事

者
を

含
め

た
対

話
の

機
会

を
増

や
し

た
い

。
・
障
害
者
が
参
加

し
や

す
い

学
び

の
場

づ
く

り
の

例
と

し
て

、
収

穫
・

調
理

体
験

を
実

施
す

る
と

き
に

複
数

の
役

割
を

事
前
に
準
備
し
、

障
害

者
自

身
が

役
割

を
選

択
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

、
そ

の
人

に
合

っ
た

体
験

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
事

業
成

果

実
 
施
 
報
 
告
 
書
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教
育
局
名

釧
路
教
育
局

担
当
者
職
氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

河
村

　
武

司

1
　
開
催
日
時
及
び
開
催
地

2
　
実
施
内
容

3 4
協
議
会
の
様
子

実
 
施

 
報

 
告

 
書

令
和
３
年
1
1
月
８
日
（
月
）
　
1
3
:
0
0
～
1
5
:
0
0

浜
中
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
視
聴
覚
室

参
集

範
囲

　
浜

中
町

教
育

委
員

会
社

会
教

育
係

長
、

ス
ポ

ー
ツ

係
長

、
社

会
教

育
主

事
現

状
に

つ
い

て
・

町
で

把
握

し
て

い
る

、
障

が
い

者
は

3
0
0
～

3
5
0
人

に
当

た
る

。
た

だ
し

、
そ

の
ほ

と
ん

ど
は

、
高

齢
に

よ
る

健
康

障
が

い
に

よ
る

肢
体

不
自

由
、

病
弱

等
に

よ
る

も
の

で
、

高
齢

者
以

外
の

障
が

い
者

に
つ

い
て

は
実

数
を

把
握

で
き

て
い

な
い

。
・

高
齢

者
の

生
涯

学
習

活
動

は
、

社
会

福
祉

協
議

会
が

中
心

と
な

っ
て

実
施

さ
れ

て
お

り
、

そ
こ

に
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

人
も

加
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
特

別
支

援
に

該
当

す
る

児
童

生
徒

は
、

町
内

小
・

中
学

校
の

特
別

支
援

学
級

在
籍

後
は

、
そ

の
多

く
が

中
標

津
高

等
養

護
学

校
へ

進
学

す
る

。
卒

業
後

、
自

宅
の

家
業

を
手

伝
う

か
、

自
立

支
援

作
業

所
（

厚
岸

町
の

工
房

る
う

ぷ
）

に
勤

め
て

い
る

。
・

日
中

の
活

動
が

忙
し

い
よ

う
で

、
夜

間
や

休
日

に
ど

の
よ

う
な

活
動

を
し

て
い

る
か

、
学

習
ニ

ー
ズ

が
あ

る
か

ま
で

は
把

握
し

て
い

な
い

。
・

町
内

施
設

に
つ

い
て

は
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
は

ほ
ぼ

終
了

し
て

い
る

が
、

多
目

的
ト

イ
レ

や
点

字
掲

示
板

ま
で

は
行

き
届

い
て

い
な

い
。

施
設

も
老

朽
化

し
、

緊
縮

財
政

の
中

ハ
ー

ド
面

の
整

備
に

は
限

界
が

あ
る

。
・

社
会

教
育

事
業

に
お

い
て

は
、

障
が

い
者

の
参

加
を

拒
ん

で
い

な
い

し
、

申
込

が
あ

っ
た

と
き

に
随

時
対

応
し

て
い

る
。
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【
協

議
内

意
見

】
・

国
、

道
が

進
め

よ
う

と
す

る
、

「
障

が
い

者
の

生
涯

学
習

」
の

必
要

性
に

つ
い

て
は

把
握

し
た

。
・

学
校

で
年

々
増

加
し

て
い

る
、

情
緒

障
が

い
者

、
知

的
障

が
い

者
に

対
し

て
学

校
で

は
対

応
し

て
い

る
と

思
う

が
、

教
育

委
員

会
の

生
涯

学
習

を
担

当
す

る
職

員
は

ど
の

よ
う

に
対

応
し

た
ら

よ
い

か
と

い
う

ノ
ウ

ハ
ウ

を
全

く
有

し
て

い
な

い
た

め
、

そ
の

人
た

ち
が

各
種

事
業

に
一

人
で

参
加

し
て

顕
著

な
症

状
が

出
た

と
き

の
対

応
が

わ
か

ら
な

い
。

・
上

記
の

点
が

あ
る

の
で

、
各

種
事

業
の

募
集

案
内

に
対

し
て

「
障

が
い

の
あ

る
な

し
に

か
か

わ
ら

ず
ど

な
た

で
も

参
加

で
き

ま
す

。
」

の
一

言
を

い
れ

る
の

に
躊

躇
す

る
と

こ
ろ

が
あ

る
。

説
明
の
様
⼦

協
議
の
様
⼦

教
育

局
名

釧
路

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

河
村

　
武

司

1
　
開
催
日
時
及
び
開
催
地

2
　
実
施
内
容

3 4
協
議
会
の
様
子

実
 
施

 
報

 
告

 
書

令
和
３
年
1
1
月

1
8
日

（
木

）
　

1
3
:
0
0
～

1
5
:
0
0

白
糠
町
社
会
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

２
階

研
修

室

参
集

範
囲

　
白

糠
町

教
育

委
員

会
社

会
教

育
係

長
、

文
化

振
興

係
長

現
状

に
つ

い
て

・
教

育
委

員
会

社
会

教
育

課
と

し
て

は
、

障
が

い
者

の
人

数
等

に
つ

い
て

全
く

把
握

し
て

い
な

か
っ

た
。

　
防

災
担

当
部

局
で

は
、

町
民

の
避

難
誘

導
の

た
め

に
障

が
い

の
状

態
を

把
握

し
て

い
る

の
で

、
福

祉
部

局
以

外
で

も
町

民
の

状
況

把
握

は
必

要
だ

と
感

じ
た

。
・

教
育

委
員

会
の

施
設

で
は

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

設
置

、
多

目
的

ト
イ

レ
の

設
置

ま
で

は
進

ん
で

い
る

が
、

点
字

掲
示

板
等

ま
で

は
整

備
で

き
な

い
状

況
で

あ
る

。
・

特
別

支
援

に
該

当
す

る
児

童
生

徒
は

、
町

内
小

・
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
在

籍
後

は
、

白
糠

高
等

養
護

、
鶴

野
支

援
学

校
、

中
標

津
高

等
養

護
学

校
へ

進
学

す
る

。
卒

業
後

、
自

宅
の

家
業

を
手

伝
う

か
、

自
立

支
援

作
業

所
に

勤
め

て
い

る
。

・
白

糠
町

内
の

自
立

支
援

作
業

所
で

は
不

定
期

の
活

動
で

収
入

が
安

定
し

な
い

た
め

、
多

く
の

人
が

釧
路

市
内

の
自

立
支

援
作

業
所

に
勤

務
の

た
め

通
勤

に
時

間
を

要
し

て
い

る
。

・
日

中
の

活
動

が
忙

し
い

よ
う

で
、

夜
間

や
休

日
に

ど
の

よ
う

な
活

動
を

し
て

い
る

か
、

学
習

ニ
ー

ズ
が

あ
る

か
ま

で
は

把
握

し
て

い
な

い
。

・
成

人
の

障
が

い
者

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

社
会

教
育

事
業

へ
の

参
加

申
込

が
な

か
っ

た
の

で
認

識
を

し
て

い
な

か
っ

た
。

・
子

ど
も

向
け

事
業

を
実

施
す

る
際

、
事

前
受

付
で

は
特

に
何

も
報

告
が

な
か

っ
た

が
、

当
日

活
動

し
て

か
ら

、
多

動
や

知
的

障
が

い
に

見
ら

れ
る

症
状

が
現

れ
、

職
員

が
対

応
で

き
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

　
事
業
成
果

【
協

議
内

意
見

】
・

「
障

が
い

者
の

生
涯

学
習

」
の

視
点

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
認

識
で

き
た

。
・

現
状

で
示

し
た

よ
う

に
、

情
緒

障
が

い
者

、
知

的
障

が
い

者
の

事
業

参
加

に
対

し
て

適
切

な
対

応
が

で
き

な
か

っ
た

経
験

か
ら

、
教

育
委

員
会

の
生

涯
学

習
を

担
当

す
る

職
員

が
障

が
い

を
持

つ
人

へ
の

研
修

の
機

会
が

あ
れ

ば
参

加
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
・

事
業

実
施

者
と

し
て

は
、

参
加

者
の

障
が

い
の

状
況

を
知

り
適

切
な

対
応

を
図

り
た

い
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
保

護
者

か
ら

参
加

申
込

時
に

正
し

く
伝

え
て

い
た

だ
く

方
法

を
検

討
し

た
い

。

説
明
の
様
⼦
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教
育

局
名

根
室
教
育
局

担
当

者
職

氏
名

社
会
教
育
指
導
班
主
査
　
安
間
　
邦
雄

1
　
開
催
日
時
及
び

開
催

地

2
　
実
施
内
容

3 4
協
議
会
の
様
子

　
令
和
３
年
1
1
月

９
日

（
火

）
　

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

　
根
室
市
総
合

文
会

館

(
1
)
 
参

加
者

　
社

会
福

祉
部

社
会

福
祉

課
長

１
人

、
社

会
福

祉
部

社
会

福
祉

課
主

査
１

人
、

社
会

教
育

課
主

査
１

人
、

社
会

教
育

主
事

２
人

、
社

会
体

育
課

主
査

２
人

(
2
)
 
協

議
内

容
・

障
害

者
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

大
会

を
社

会
福

祉
部

局
が

担
当

し
て

い
る

。
・

社
会

体
育

事
業

（
マ

ラ
ソ

ン
大

会
）

に
聴

覚
障

害
者

が
市

外
か

ら
参

加
し

た
。

そ
の

際
、

大
会

運
営

全
て

に
手

話
通

訳
者

を
付

け
て

、
対

応
し

た
。

・
手

話
通

訳
者

は
社

会
福

祉
部

の
常

勤
者

。
手

話
サ

ー
ク

ル
会

の
登

録
者

は
市

内
に

1
0
名

程
度

い
て

、
必

要
に

応
じ

て
事

業
等

の
手

伝
い

を
お

願
い

を
し

て
い

る
。

・
障

害
者

差
別

解
消

法
上

の
「

合
理

的
配

慮
」

の
判

断
が

難
し

い
の

で
、

ケ
ー

ス
ご

と
に

教
育

委
員

会
と

社
会

福
祉

部
局

が
連

携
し

て
い

く
こ

と
を

確
認

し
た

。

・
今

後
も

、
教

育
委

員
会

社
会

教
育

課
内

の
全

て
の

事
業

に
お

い
て

、
障

害
者

か
ら

の
参

加
希

望
が

あ
れ

ば
、

参
加

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

を
と

り
、

受
け

入
れ

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
確

認
し

た
。

・
障

害
が

あ
る

人
で

も
体

育
施

設
を

使
用

し
や

す
い

よ
う

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

や
多

目
的

ト
イ

レ
の

設
置

を
進

め
て

い
く

必
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

た
。

・
成

人
式

は
、

ど
の

よ
う

な
障

害
が

あ
る

人
で

も
参

加
で

き
る

よ
う

配
慮

し
て

い
く

共
通

理
解

を
全

員
で

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
事
業
成
果

実
 
施

 
報

 
告

 
書

教
育

局
名

根
室

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

安
間

　
邦

雄

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3 4
協

議
会

の
様

子

実
 
施
 
報
 
告
 
書

　
令

和
３

年
1
2
月

1
5
日

（
水

）
　

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

　
標

津
町

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

あ
す

ぱ
る

(
1
)
参
加
者

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
２
人
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
２
人
、
建
設
水
道
課
職
員
４
人
、
財
政
課
職
員

２
人
、
消
防
署
職
員
２
人
、
総
務
課
職
員
１
人
、
児
童
館
職
員
４
人
、
社
会
教
育
施
設
職
員
３
人

(
2
)
協
議
内

容
・
障
害
が
あ
る
町
民
1
0
0
名
程
度
を
保
健
福
祉
部
局
で
把
握
し
て
い
る
。
障
害
が
あ
る
人
の
た
め
の
事
業
等
は
特
に

行
っ
て
い
な
い
。

・
総
務
課
で
は
、
選
挙
の
時
の
期
日
前
投
票
所
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
（
一
般
の
投
票
所

は
す
で
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
い
る
）

　
事

業
成

果

・
障
害
が
あ
る
人
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
障
害
が
あ
る
方
と
よ
く
話
し
合
い
、
「
合
理
的
配
慮
」
を
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
す
で
に
町
と
し
て
障
害
者
支
援
を
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
各
部
署
と
同
士
の
連
携
を
取
り
合
う
機
会
を
設
け

た
こ
と
で
、
さ
ら
に
支
援
体
制
を
強
化
で
き
た
。

・
本
研
修
会
を
町
役
場
職
員
の
研
修
会
に
位
置
付
け
た
た
め
、
教
育
委
員
会
・
保
健
福
祉
部
局
以
外
の
各
部
署
か
ら

参
加
者
が
あ
っ
た
。
障
害
者
の
差
別
解
消
に
向
け
て
、
町
全
体
で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
伺
え
た
。
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教
育

局
名

根
室

教
育

局

担
当

者
職

氏
名

社
会

教
育

指
導

班
主

査
　

安
間

　
邦

雄

1
　

開
催

日
時

及
び

開
催

地

2
　

実
施

内
容

3 4
協

議
会

の
様

子

 
 
令

和
４

年
１

月
2
4
日

（
月

）
：

 
別

海
町

（
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

）

(
1
)
 
参

加
者

　
社

会
福

祉
協

議
会
事

務
局

長
１

人
、

体
育

館
職

員
２

名
、

公
民

館
職

員
１
人
、
生
涯
学
習
課
職
員
２
名
、
町
教
育

委
員

会
教

育
委

員
１
人

(
2
)
 
協

議
内

容
・

町
内

に
障

害
が

あ
る

方
は

、
9
5
0
名

以
上

い
る

。
そ

の
う

ち
約

5
0
名

が
1
8
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
障

害
者

だ
け

を
対
象

に
し

た
主

催
事

業
は

特
に

実
施

し
て

い
な

い
が

、
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
に
障

害
が

あ
る

方
が

い
て
、

生
涯

学
習

を
行

っ
て

い
る

。
・

今
年

４
月

に
オ

ー
プ

ン
す

る
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
の

館
内

表
示

は
全

て
U
D
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
、
視
覚
障
害
者
に

配
慮

し
て

い
る

。
・

モ
ル

ッ
ク

、
ボ

ッ
チ

ャ
等

の
ア

ダ
プ

テ
ッ

ド
・

ス
ポ

ー
ツ

の
道

具
を

体
育
館
や
公
民
館
で
保
有
し
て
い
る
。
町
民

か
ら

貸
し

出
し

の
要
請

が
月

に
１

回
程

度
あ

る
の

で
そ

の
都

度
、

活
用

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
活
用
方
法
も
今
後
、

検
討

し
て

い
き

た
い
。

・
今

年
４

月
か

ら
公
民

館
機

能
を

持
つ

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

が
オ

ー
プ

ン
し
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
職
員
、
公

民
館

職
員

、
社

会
福
祉

協
議

会
の

職
員

が
、

同
セ

ン
タ

ー
内

で
仕

事
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
３
者
が
お
互
い

に
連

携
し

な
が

ら
障
害

者
支

援
を

行
っ

て
い

く
合

意
形

成
が

で
き

た
。

・
成

人
式

で
、

障
害
者

の
有

無
に

つ
い

て
事

前
把

握
に

努
め

て
い

る
。

聴
覚
障
害
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
町

長
挨

拶
な

ど
に

手
話
通

訳
を

付
け

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続
き
、
合
理
的
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

万
が

一
、

手
話

通
訳
者

の
手

配
が

困
難

な
時

は
、

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

の
「

U
D
ト
ー
ク
」
等
を
使
っ
た
支
援
も
検
討
し
て

い
く

と
い

う
新

し
い
方

策
が

示
さ

れ
た

。
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成
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報
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書




